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令和 5年度事業実施報告
１．�総　会�

令和５年６月２日（金）
２．理事会　３回開催
３．�図書館大会（第71回）�
令和５年11月22日（水）�
於：大阪市立中央図書館�
　テーマ：『�GIGAスクール時代の子どもの�

読書活動支援』
基調講演
　｢�GIGAスクール時代の学校に図書館コン
テンツをつなげる、活かす」

　�大井�将生氏（人間文化研究機構人間文化
研究創発センター（国立歴史民俗博物館））
事例報告
　①「�スクール・エンパワーメント　�

学校図書館活用とICT活用」
　　�紀之定�美知代氏�
（熊取町立熊取北中学校�司書教諭）

　②「GIGAスクール時代の学校図書館」
　　�宮澤�優子氏�
（長野県高森町立高森北小学校�学校司書）

４．委員会事業
⑴　研究委員会
地域資料（郷土資料・地域行政資料）研究グ
ループ（開催 1回）
学校連携研究グループ　活動テーマの検討

⑵　研修委員会
研修会２回
児童サービス研修（基本１回、中堅１回、実
務２回）
障がい者サービス研修（基本１回、実務２回）
参考業務実務研修（基本研修２回、実務研修
５回）
委員会の開催（開催３回）

⑶　会報委員会
「会報No.174（別紙大阪府内公共図書館奉仕
概況／同予算一覧表）」の発行
「会報No.175」の発行

委員会の開催（２回：書面開催）
⑷　相互協力委員会
活動テーマの検討

⑸　ホームページ委員会
令和４・５年度活動報告のホームページ掲載
第 70 回大会、決算報告、奉仕概況、2022
年度主催研修、会報No.173・174

令和 6年度事業計画
１．総　会
　　　�令和６年７月９日（火）　�

於：大阪府立中央図書館
２．理事会　　　年度内４～５回程度
３．図書館大会　第72回　令和６年11月頃
４．委員会事業
⑴　�研究委員会
　　�研究グループの活動
　　令和６年度大会報告
⑵　研修委員会
　　研修会の開催
　　参考業務実務研修の開催
　　児童サービス基本・実務職員研修の開催
　　障がい者サービス基本・実務研修の開催
⑶　会報委員会
　　「大阪公共図書館協会要覧」の発行
　　会報の発行　（No.176・177）
　　�別紙　大阪府内公共図書館奉仕概況／同予算
一覧表の発行

⑷　相互協力委員会
　　相互協力アンケートの検討・実施
⑸　ホームページ委員会
　　�令和４・５・６年度活動報告のホームページ
掲載

OLA総会開く　－令和6年度事業計画等を決定－
今年度の大阪公共図書館協会総会は、去る7月9日（火）に開催されました。会議にて意見収集や確認を行

い、令和５年度事業実施報告及び決算、令和６年度事業計画及び予算等について、承認、決定しました。
総会の後、「小林書店の72年間　尼崎のまちの本屋から」と題して、元小林書店店主の小林由美子氏よりご

講演いただきました。
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令和 5年度決算及び令和 6年度予算
（歳入）� （単位　円）

科　　　目 令和 5年度 令和 6年度 備　　　考予　算　額 歳　入　済　額 予　算　額
１．�会　　　　　�費 942,000 942,000 942,000 47 団体
２．�受 取 活 動 費 120,000 118,112 120,000 日図協地域図書館団体活動費
３．繰　　越　　金 815,257 815,257 868,601 前年度繰越金
４．諸　　収　　入 5 9 5 預金利息等

合　　　計 1,877,262 1,875,378 1,930,606

（歳出）� （単位　円）
科　　　目
（款・項・目）

令和 5年度 令和 6年度 備　　　考
予算額 決算額 予算額

１．運　　営　　費 70,000 59,586 70,000
　（1）事　務　費 20,000 9,586 20,000
　　①消耗品費 15,000 6,398 15,000 コピー用紙等
　　②役 務 費 5,000 3,188 5,000 郵送料等
　　③旅　　費 0 0 0
　（2）会　議　費 50,000 50,000 50,000 総会､講演謝礼､理事会経費
２．事　　業　　費 1,272,600 827,691 1,712,600
　（1）図書館大会費 830,000 502,303 830,000 講師謝金､記録集（第71回・第72回）､郵送料等
　（2）委員会事業費 440,000 322,888 880,000
　　①研究事業費 40,000 0 80,000 各研究グループ会議､資料代等
　　②研修事業費 250,000 213,848 250,000 研修会講師謝礼金､実務研修経費､�郵送料等

　　③会報事業費 150,000 109,040 550,000 「大阪の公共図書館協会要覧�2024」および会報No.176・177印刷費､郵送料等
　　④相互協力事業費 0 0 0
　　⑤ホームページ事業費 0 0 0
　（3）広報活動費 2,600 2,500 2,600 府立中央「本のPOP広場」副賞等
３．負　　担　　金 61,500 61,500 61,500
　　①全公図負担金 61,500 61,500 61,500 全国公共図書館協議会負担金
　　②資料購入費 0 0 0
４．予　　備　　費 473,162 58,000 86,506

合　　　　計 1,877,262 1,006,777 1,930,606

（分担金内訳）令和 6年度	 （単位　円）
大 阪 府 200,000� 茨 木 市 18,000� 門 真 市 15,000� 能 勢 町 6,000�
大 阪 市 99,000� 八 尾 市 18,000� 摂 津 市 11,000� 忠 岡 町 6,000�
堺 市 99,000� 泉 佐 野 市 11,000� 高 石 市 11,000� 熊 取 町 6,000�
岸 和 田 市 15,000� 富 田 林 市 15,000� 藤 井 寺 市 11,000� 田 尻 町 6,000�
豊 中 市 24,000� 寝 屋 川 市 18,000� 東 大 阪 市 24,000� 岬 町 6,000�
池 田 市 15,000� 河 内 長 野 市 15,000� 泉 南 市 11,000� 太 子 町 6,000�
吹 田 市 21,000� 松 原 市 15,000� 四 條 畷 市 11,000� 河 南 町 6,000�
泉 大 津 市 11,000� 大 東 市 15,000� 交 野 市 11,000� 千 早 赤 阪 村 6,000�
高 槻 市 21,000� 和 泉 市 15,000� 大 阪 狭 山 市 11,000� 池� 田� 文� 庫 11,000�
貝 塚 市 11,000� 箕 面 市 15,000� 阪 南 市 11,000� 日本 ﾗ ｲ ﾄ ﾊ ｳ ｽ��� 11,000�
守 口 市 15,000� 柏 原 市 11,000� 島 本 町 6,000�
枚 方 市 21,000� 羽 曳 野 市 15,000� 豊 能 町 6,000� 　　合　計　942,000
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令和 6年度役員
顧問　大庭　　毅� （大阪府立中央図書館長）
顧問　大賀　浩一� （大阪府立中之島図書館長）
顧問　益成　　誠� （大阪市立中央図書館長）
顧問　南　　健次� （堺市立中央図書館長）
理事　会長� 田中　学
� （四條畷市立四條畷図書館長）
理事　副会長� 巣組　裕子
　　　研究（学校連携）�（�箕面市立桜ヶ丘図書館長兼西南図書館参事）
理事　副会長� 河瀬　裕子
　　　研修委員会� （泉大津市立図書館長）
理事　研究（地域資料）� 園田　かおり
　　　ホームページ委員会� （大阪府立中之島図書館大阪資料・古典籍課長）
理事　研究（学校連携）� 井上　真理
　　　（阪南市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進室長代理）
理事　研修委員会� 三藤　靖子（堺市立南図書館長）
理事　研修委員会� 山本　正子（河内長野市立図書館長）
理事　会報委員会� 岡本　泰子
　　　（大阪市立中央図書館利用サービス担当課長代理）
理事　会報委員会� 住屋　晴子（島本町立図書館長）
理事　会報委員会� 國頭　順子（藤井寺市立図書館長）
理事　相互協力委員会� �石原　悟�

（柏原市教育部図書館�図書館長）
理事　事務局� 山田　瑞穂
　　　相互協力委員会� （大阪府立中央図書館協力振興課長）
監事� 林　静美（池田市立石橋図書館長）
監事� �稲田　裕儀�

（松原市市民協働部いきがい学習課長）

令和 6年度委員会委員
<研究委員会>
◦地域資料（郷土資料・地域行政資料）研究グループ
　門上　光夫（府立中之島）　山本優里子（大阪中央）
　五十嵐亮介（堺中央）　森田　智之（河内長野）
　久山　理恵（豊中千里）
◦学校連携研究グループ
　八木　美恵（府立中央）　竹内　景子（大阪島之内）
　中田　悠紀（茨木穂積）　殿元　　綾（泉佐野中央）
　山岡　聖二（和泉シティプラザ）　宮下　大生（摂津生涯学習）

<ホームページ委員会>�
　　小笠原弘之（府立中央）　村田　幸佑（府立中之島）
　　島上　智司（大阪中央）　大嶋　理子（吹田中央）
<研修委員会>
　　荒木　志寿（大阪中央）　大塚　紘二（吹田山田駅前）
　　野田　光果（東大阪花園）　山本　章弘（寝屋川中央）
　　中村　直美（熊取）�
<会報委員会>
　　上田　邦子（府立中央）　赤野　未知（府立中之島）
　　福田　良子（大阪中央）　松本　波菜（島　本）
　　武本　千尋（藤井寺）
<相互協力委員会>
　　砂川　　樹（府立中央）　赤野　未知（府立中之島）
　　大坪　　心（大阪中央）　松谷　侑奈（堺　北）
　　高野　美加（大東西部）　苗代　和重（枚方中央）

　講師の小林氏は、両親が営まれていた兵庫県尼崎
市にある本屋を夫の昌弘さんと継ぎ、令和６年５月
末まで経営されていた。近年、その小林書店をモデ
ルにした「仕事で大切なことはすべて尼崎の小さな
本屋で学んだ」（川上徹也 /著ポプラ社）が出版され、
ドキュメンタリー映画「まちの本屋」（大小田直貴
監督）も撮影された。小さな町の本屋が、様々な人
に注目され、愛される本屋になった歩みをおはなし
いただいた。
　小林夫妻が継いだ時、約 10 坪の小さな町の本屋
には、新刊やベストセラーは発注をかけても手に入
らなかった。小さな本屋はどうやって店をつぶさず
に、続けていけるのか考えるようになった。そんな
時、出版社の「企画もの」の説明会に出席した。購
入してくれそうな顧客に営業し、数十件の予約を取
ることができた。その後、「企画もの」の予約販売
は順調で、それは両親の代からの信用で買ってくれ
ていると気づき、商売で信用がどれだけ大事かを実
感した。
　地道な営業活動を継続して、出版社や取次に小林
書店の名前を覚えてもらえるようになった。そんな
時、阪神大震災が起きた。夫妻はすぐに取次に連絡
して、無事を知らせた。取引先の心配を一つでも減
らすためだった。その後、店を開けると人が飛び込
んできた。小さな町の本屋は安心できる存在、コミュ
ニティになっていた。
　震災後、店の改装費が必要になり、本以外の収入
が必要だと感じた。あるメーカーの社長の雑誌記事
に感銘を受け、その傘の取り扱いを始めた。自転車
で本の配達をする時に、傘も台車に載せ営業をした。
商店街を何度も行き来し、１週間で 250 本を売った。
さらに、店やフリーマーケットなどでも販売を続け、
本屋を継続させる売り上げになった。
　小林夫妻は人と人とのつながりを大切にし、信用
を積み重ね、本屋を続けてこられたが、体調の問題
で閉店を決断された。これまでの経験から、本屋だ
からしたらダメなんてことは何もない。そしてそれ
は図書館にも通じると述べられた。
� （会報委員会　武本千尋）

【講演会】　レポート
「小林書店の72年間　尼崎のまちの本屋から」

小林　由美子　氏
（元小林書店店主）
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令和5年2月20日にリニューアルオープン
豊中市立庄内図書館

庄内図書館は、令和５年２月 20 日に、庄内幸町
４丁目の庄内コラボセンター（愛称ショコラ）２階
へ移転リニューアルオープンしました。同日をもっ
て閉館した庄内幸町図書館の資料も含め約７万冊の
資料を所蔵。貸出・返却や予約資料の受け取りまで
セルフでの手続きが可能になりました。
ショコラは９つの機能を備えた複合施設で、外に
通じるデッキを備えた開放的で、ゆったりとした空
間になっています。
図書館の成人室には外国語を母語とする方が必要
とする資料・情報の提供を目的とした多文化共生
コーナーや、シニアライフ応援コーナー、学校図書
館支援ライブラリーがあり、静かに読書を楽しみた
い方向けの静寂読書室を新たに設置しました。こど
も室内には、靴を脱いで本が読める絵本コーナーや、
おむつ交換台のある授乳スペース、子ども用トイレ
などを配置しています。ショコラ内であれば本を持
ち出して好きな場所で読むことができ、暮らしに身
近な図書館として、気軽に利用していただいていま
す。また１階共有スペースでは、市民協働事業「しょ
うない REK」によるリサイクル本販売やカフェス
ペースが設けられています。

•所 在 地� 〒561-0833�
� 豊中市庄内幸町4-29-1
•電 話� 06-6334-1261
•開館時間� 火～金曜日　午前10時～午後７時
� 土・日・祝休日　午前10時～午後５時
•休 館 日� �月曜日（ただし祝日・祝休日の場合は

開館）、年末年始、館内整理日、特別整
理期間

新館紹介① 新館紹介②

令和5年4月リニューアルオープン
吹田市立江坂図書館

令和５年４月 20 日、吹田市立江坂図書館がリ
ニューアルオープンしました。複合施設内の旧図書
館と空きスペースとなっていた隣接区画、エントラ
ンスホールを一体的に改修し、中２階閲覧スペース
を新設したことで、延べ床面積は約 2.4 倍と広くな
りました。閲覧席も 29 席から 62 席と倍増し、滞在
型の図書館へと生まれ変わりました。吹き抜けの一
般書コーナーを見下ろす中２階には電源コンセント
付きの閲覧席もあり、持込みパソコンを使用しなが
ら調べ物ができます。児童書コーナーには迷路のよ
うな書架やお家型の書架、階段状の絵本架を配置し、
遊び心あふれる空間となっています。絵本架の隣に
は洗面台を備えた授乳室を新設し、便利になったと
のお声をいただいています。また、多目的トイレに
はオストメイトを設置、中２階へは階段昇降機を設
置するなどバリアフリーにも配慮しています。
このリニューアルは吹田市初の公募設置管理制度

（Park-PFI）を活用した江坂公園・江坂図書館の魅
力向上事業によるものです。公園に面した図書館の
ガラス壁面に新たに出入口を設けたことで、公園と
図書館を気軽に行き来できるようになり、どちらも
連日多くの親子連れで賑わっています。
リニューアルオープンから１年が経過し、ますま
す賑わいが増している江坂図書館。ビジネス街やマ
ンション群に囲まれた公園の中の図書館として、ビ
ジネス・子育て・園芸に関する資料提供に力を入れ
つつ、さらに多くの市民に親しまれ、通いたくなる
魅力あふれる図書館を目指しています。

•所 在 地� 〒 564-0063
� 吹田市江坂町 1-19-1
•電 　 話� 06-6385-3766
•開館時間� �月～水・土日祝　午前10時～午後６時�

木・金　午前10時～午後８時
•休 館 日� �毎月最終木曜日（祝日と重なる時はそ

の翌日）、年末年始、特別整理期間


